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　はじめに

ハダカイワシ科Myctophidaeは世界から少なくと

も 33属 248種が知られており，日本国内からはこ

のうち 23属 87種が知られている（中坊，2018）．

2019年にトカラ列島平島において 4個体のハダカ

イワシ科魚類が採集され，これらのうち 1標本は

シロハナハダカ Diaphus perspicillatus (Ogilby, 1898)

に，3標本はオオクチイワシ Notoscopelus japonicus 

(Tanaka, 1908)に同定された．シロハナハダカは日

本国内において東北地方から紀伊半島にかけての

本州太平洋沖，八重山諸島，および沖ノ鳥島から

のみ記録されており（藤井，1984；久保田ほか，

1989, 1991; Miya et al., 1996; Shinohara and Matsuura, 

1997; Suzuki et al., 2005; Balanov et al., 2009; 

Shinohara et al., 2009；中坊・甲斐，2013），記載標

本はトカラ列島からの初記録となる．また，オオ

クチイワシは仔魚がトカラ列島近海で記録されて

いるものの（Sassa et al., 2004），成魚は国内におい

ては北海道から土佐湾にかけての太平洋岸，小笠

原諸島，および島根県からのみ記録されている

（Tanaka, 1908；黒田，1951; Kamohara, 1964; Bekker, 

1967；藤井・上野，1976；藤井，1984；久保田ほか，

1989; Shinohara and Matsuura, 1997； 鈴 木・ 片 岡，

1997； 山 田・ 工 藤，1998； 小 林 ほ か，1999; 

Shinohara et al., 2001, 2009, 2014; Watanabe et al., 

2001; Uchikawa et al., 2002；塩垣ほか，2004; Senou 

et al., 2006; Balanov et al., 2009；中坊・甲斐，2013；

河野ほか，2014；後藤ほか，2016）ことから，記

載標本は琉球列島からの成魚の初記録となる．し

たがって，両種をここに報告する．

　材料と方法

標本の計数・計測と各部の名称・略称はそれ

ぞれ岡村・北島（1984）と藤井（1984）にしたがっ

た．標準体長は体長または SLと表記し，ノギス

を用いて 0.1 mm単位で計測した．標本の作製，

登録，撮影，および固定方法は本村（2009）に準

拠した．本報告に用いた標本は，鹿児島大学総合

研究博物館（KAUM）に保管されており，上記

の生鮮時の写真（Figs. 1，2）は同館のデータベー

スに登録されている．

　結果と考察

Diaphus perspicillatus (Ogilby, 1898)

シロハナハダカ　（Fig. 1; Table 1）

標本　KAUM–I. 132827，体長 54.8 mm，鹿児

島県鹿児島郡十島村大字平島（29°40ʹ54ʺN, 

129°31ʹ38ʺE），2019年 9月 1日，手網（夜間），

水深 1 m，山下薫大．

記載　計数・計測値は Table 1に示した．体を

覆う鱗は円鱗で，大部分は剝落している．体は

側扁し細長く，吻は短く丸い．口は大きく，上顎

後端は前鰓蓋骨にほぼ達する．背鰭基底前端は腹
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鰭基底より前位，背鰭基底後端は臀鰭基底前端の

ほぼ直上で背鰭基底は臀鰭基底より長い．脂鰭基

部は臀鰭基底後端のほぼ直上．胸鰭は短く，腹鰭

基底に達しない．眼前上部発光器 Antは円形で小

さい．鼻部背側発光器 Dnは大きく，上方は眼の

背縁に達し，下方は鼻部腹側発光器 Vnと接する．

Vnは大きく吻のほぼ全体を占め，下方は眼の前

縁下方よりやや後方に達する．眼上発光器 Suoお

よび眼下発光器 Soはない．胸鰭上発光器 PLOは

側線と胸鰭基部の中間よりやや高位に位置する．

胸部発光器 POは 5個で，第 4胸部発光器 PO₄は

他より高位．腹鰭上発光器 VLOは側線と腹鰭基

底のほぼ中間の高さに位置する．腹部発光器 VO

は 5個で，第 3腹部発光器 VOは他より高位かつ

第 5腹部発光器 VO₅と VLOを結ぶ直線のやや上

に位置する．肛門上発光器 SAOは 3個で垂直に

近いほぼ一直線上に並び，第 3肛門上発光器

SAO₃と体側後部発光器 Polは側線より発光器 1

個分下方にそれぞれ位置する．臀鰭前部発光器

AOaは 6個で，第 1および第 6臀鰭発光器 AOa₁，

AOa₆は高位．臀鰭後部発光器 AOpは 5個で 1直

線上に並ぶ．尾鰭前発光器 Prcは 4個でほぼ等間

隔の弧状に並び，第 4尾鰭前発光器 Prc₄は尾柄

腹縁と側線のほぼ中間の高さに位置する．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1）：全身を覆う鱗

は光沢のある黒色だが，本標本は大部分が剝落し

ている．頬部は銀色，Dnと Vnで覆われた吻ま

わりは白色を呈する．各鰭は白色半透明で，鰭条

には黒色色素胞が分布する．

分布　シロハナハダカは熱帯と温帯域に広く

分布し，日本，南シナ海，北緯 30度から赤道付

近の中央太平洋，オーストラリア西岸と東岸，

ニューカレドニア，ニュージーランド，西インド

洋，アガラス海流域，および北緯 45度から南緯

35度の大西洋から報告されていた（Kawaguchi 

and Shimizu, 1978; Hutchins, 2001; Wienerroither et 

al., 2009; Fricke et al., 2011, 2018; Vipin et al., 2012; 

Robertson and Clements, 2015; Hulley and Paxton, 

2016; Braga et al., 2017; Cherel et al., 2020）．日本国

内からは東北地方から紀伊半島にかけての太平洋

沖，八重山諸島，および沖ノ鳥島から記録されて

いた（藤井，1984；久保田ほか，1989, 1991; 

Miya et al., 1996; Shinohara and Matsuura, 1997; 

Suzuki et al., 2005; Balanov et al., 2009; Shinohara et 

al., 2009；中坊・甲斐，2013）．本研究によって

新たにトカラ列島からも本種の分布が確認され

た．なお，中坊・甲斐（2013）によると Sheiko 

and Fedorov (2000)によって千島列島以北から報

告されたシロハナハダカは，スイトウハダカ D. 

gigas Girbert, 1913である可能性が高い．

備考　平島から得られた 1標本は眼が大きく

眼径が体長の 10.0 %，総鰓耙数が 29，Dnと Vn

が大きく Vnによって吻の全体が覆われる，Suo

と Soがない，POが 5個で PO₄は他より高位，

Fig. 1. Fresh specimen of Diaphus perspicillatus (KAUM–I. 132827, 54.8 mm SL) from Taira-jima island, Tokara Islands, northern Ryukyu 
Islands, Japan.



RESEARCH ARTICLES Nature of Kagoshima Vol. 46

589

VOが 5個，PLOが側線と胸鰭基部の中間よりや

や高位に位置するなどの形態的特徴が藤井

（1984），久保田ほか（1991），および Suzuki et al. 

(2005)で示されたシロハナハダカ D. perspicillatus

の特徴とよく一致したため，本種に同定された．

本種はスイトウハダカ D. gigasと極めてよく似る

が，眼径が体長の 9.8–11.0 %（スイトウハダカで

は 7.8–8.8 %），総鰓耙数が 27–29（24–26）であ

ることで区別される（Suzuki et al., 2005）．

本種は日周鉛直移動を行い，昼間は水深 315–

1500 m，夜間は 125 m以浅に生息する（中坊・甲

斐，2013）．記載標本はトカラ列島平島において

夜間に水深 1 mから採集された．

シロハナハダカとスイトウハダカは形態的に

酷似するため，Mundy (2005)は両種を同一種と

してあつかい，Kawaguchi and Shimizu (1978)は

Nafpaktitis氏私信としてシロハナハダカの死滅回

遊個体が巨大化したものがスイトウハダカである

とした．なお，両種の分類学的整理は久保田ほか

（1991）と Suzuki et al. (2005)によって行われ，い

ずれも別種であるとの見解が示されており，本研

究でも彼らの見解にしたがった．

久保田ほか（1991）は両種の識別形質について，

SAO₃と Polの側線との位置関係，眼径の体長に

対する割合，胸鰭軟条数，鰓耙数，および幽門

垂数の 5つの形質に有意差があるとした．藤井

（1984）と中坊・甲斐（2013）は，シロハナハダ

カの SAO₃と Polが側線に接し，スイトウハダカ

ではそれらが発光器約 1個分だけ側線の下方にあ

るとしたが，Suzuki et al. (2005)は SAO₃と Polの

側線との位置関係が個体差や体側の左右でも変異

があり，識別形質として有効ではないことを示し

Diaphus perspicillatus Notoscopelus japonicus
KAUM–I. 132827 KAUM–I. 138382 KAUM–I. 138383 KAUM–I. 138384

Standard length (SL; mm) 54.8 125.3 130.6 121.2
Counts

Doral-fin rays 16 21 21 21
Anal-fin rays 15 19 20 19
Pectoral-fin rays 11 11 11 11
Pelvic-fin rays 9 8 8 8
Scales in lateral line 34 42 — 43
Gill rakers 10 + 1 + 18 7 + 1 + 16 8+ 1 + 17 8 + 1 + 16
AO 6 + 5 8 + 7 — 9 + 6
AOa 6 8 11 9
AOp 5 7 — 6
Prc 4 2 + 2 2 + 2 2 + 2

Measurements (% of SL)
Total length 126.6 126.0 122.8 124.1
Fork length 113.1 111.8 108.6 109.7
Head length 32.0 23.9 22.5 24.8
Body depth 23.1 17.5 15.6 18.3
Caudal-peduncle depth 10.6 9.3 7.8 9.2
Body width 14.2 7.7 6.7 9.1
Pre-dorsal-fin length 40.5 39.2 39.1 39.7
Pre-anal-fin length 62.9 56.5 56.3 55.8
Pre-pectoral-fin length 29.7 25.0 24.3 26.4
Pre-pelvic-fin length 43.4 39.8 39.2 41.2
Dorsal-fin base length 22.8 27.4 27.2 28.6
Anal-fin base length 18.2 20.8 20.7 22.6
Pectoral-fin length 12.3 7.6 7.0 7.9
Pelvic-fin length 16.7 11.7 9.7 11.4
Orbit diameter 10.0 4.9 4.7 5.1
Interorbital width 8.4 5.7 5.3 6.0
Upper-jaw length 20.4 17.5 17.4 18.8
Snout length 4.9 3.4 4.0 4.0

Table 1. Counts and measurements of Diaphus perspicillatus and Notoscopelus japonicus from Taira-jima island, Tokara Islands, northern 
Ryukyu Islands, Japan.
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た．さらに，Suzuki et al. (2005)は，胸鰭軟条数

は 2種間で大きく重なり区別できないとしたが，

その一方で，相対的な眼径と鰓耙数は 2種間で値

が重ならず，識別形質として有効であることを示

した．

Notoscopelus japonicus (Tanaka, 1908)

オオクチイワシ　（Fig. 2; Table 1）

標本　3 個体：KAUM–I. 138382，体長 125.3 

mm，KAUM–I. 138383，体長 130.6 mm，KAUM–I. 

138384，体長 121.2 mm，鹿児島県鹿児島郡十島

村大字平島沖（29°41ʹN, 129°32ʹE），2019年 12月

20日，夜間中層で漁獲されたメダイ胃内容物，

白坂健人．

記載　計数・計測値は Table 1に示した．体を

覆う鱗は櫛鱗で，大部分は剝落している．体は側

扁し細長く，吻は短く丸い．体は強い櫛鱗に覆わ

れるが，本標本は大部分が剝落している．口は大

きく斜位，下顎歯は微小で絨毛状歯帯をなす．背

鰭基底前端は腹鰭基底のほぼ直上，背鰭基底後端

は臀鰭基底中央のほぼ上方に位置する．胸鰭は短

く，胸鰭基底と腹鰭基底の中間に達する．脂鰭は

小さく，背鰭基底後端から脂鰭までの距離は眼径

の 2.8倍で臀鰭基底後端より後方に位置する．胸

部発光器 POは 5個で，第 1胸部発光器 PO₁と第

2胸部発光器 PO₂の間隔は広く，第 5胸部発光器

PO₅は他より高位．腹鰭上発光器 VLOは側線と

腹鰭基底のほぼ中間の高さに位置する．腹部発光

器 VOは 5個で一列に並ぶ．肛門上発光器 SAO

は 3個でほぼ一直線上に並ぶ．体側後部発光器

Polは 2個で水平に並ぶ．臀鰭前部発光器 AOaは

8–11個で最後部の発光器は他より高位．臀鰭後

部発光器 AOpは 6–7個で 1直線上に並ぶ．尾鰭

前発光器 Prcは 2 + 2 = 4個．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 2）：体表は黒色を呈

する鱗で覆われるが，本標本は大部分が剝落して

いる．背鰭と臀鰭は白色半透明で鰭条と基底近く

の鰭膜には黒色色素胞が分布する．腹鰭は黒味が

かかった半透明，尾鰭は黒色を呈する．

分布　オオクチイワシは北太平洋の水深 794 m

以浅に広く分布し，カムチャッカ半島南岸沖，千

島列島，日本，ハンコック海山から光孝海山，お

よびカナダブリティッシュコロンビア州沖から報

告されている（Peden and Hughes, 1986; McAllister, 

1990; Sheiko and Fedorov, 2000; Mundy, 2005; Parin 

et al., 2014）．日本国内からは北海道裳岬沖，青森

県八戸沖から茨城県沖，相模湾，駿河湾，三重県，

土佐湾，小笠原諸島，および島根県から記録され

て い た（Tanaka, 1908； 黒 田，1951; Kamohara, 

1964; Bekker, 1967；藤井・上野，1976；藤井，

1984；久保田ほか，1989; Shinohara and Matsuura, 

1997；鈴木・片岡，1997；山田・工藤，1998；小

林 ほ か，1999; Shinohara et al., 2001, 2009, 2014; 

Fig. 2. Fresh specimen of Notoscopelus japonicus (KAUM–I. 138382, 125.3 mm SL) from Taira-jima island, Tokara Islands, northern Ryukyu 
Islands, Japan.
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Watanabe et al., 2001; Uchikawa et al., 2002；塩垣ほ

か，2004; Senou et al., 2006; Balanov et al., 2009；

中坊・甲斐，2013；河野ほか，2014；後藤ほか，

2016）．さらに，本種の仔魚は高知県沖，31°–

29°N, 132°–127°Eの薩南海域，および東シナ海

南部から記録されており（Sassa et al., 2004; 

Watanabe et al., 2010; Sassa and Konishi, 2015），ま

た，稚魚は韓国釜山沖，済州島沖から記録されて

いた（Park et al., 2019）．本種はトカラ列島近海に

おいては仔魚が冬季にしばしば高密度で出現する

ことが知られていたが（Sassa et al., 2004），成魚

の記録は本研究が初めてとなる．

備考　平島から得られた 3標本は背鰭条数が

21，体が一様に黒色を呈し強い櫛鱗で覆われる，

側線鱗数が 42–43，Prcが 2 + 2 = 4 個，Polが 2個

で水平に並ぶ，および下顎歯が微小で絨毛状歯帯

をなすことなどの特徴が藤井・上野（1976）や藤

井（1984） で 示 さ れ た オ オ ク チ イ ワ シ N. 

japonicusの特徴とよく一致したため本種に同定

された．

オオクチイワシは西部北太平洋で優占的なハ

ダカイワシ科魚類であり，特に東北沖の大陸棚縁

辺においてはキタオットセイ Callorhinus ursinus 

(Linnaeus, 1758)やイシイルカ Phocoenoides dalli 

(True, 1885)をはじめとする海生哺乳類（Mead 

and Taylor, 1953; Wilke and Nicholson, 1958），およ

びマダラ Gadus macrocephalus Tilesius, 1810やス

ケトウダラ Gadus chalcogrammus Pallas, 1814など

の魚類の重要な餌資源となっている（Yamamura 

and Inada, 2001）．また本種は日周鉛直移動を行う

ことが知られており，昼間は水深 300–500 mに分

布し，夜間に水深 20–200 mの層へ移動するとさ

れ（Watanabe et al., 2001），海洋中の有機物の輸

送の観点からも重要な役割を果たしていると考え

られる．本種は成魚の主な分布域が黒潮と親潮間

の移行域である一方で，仔魚は薩南海域の黒潮域

に多く出現することから，移行域と黒潮域の間を

回遊していると推測されている（Sassa et al., 

2004）．これまで仔魚のみが記録されている韓国

や東シナ海南部（Sassa and Konishi, 2015; Park et 

al., 2019）にも成魚が来遊している可能性は高く，

海洋生態系において重要な役割をもつ本種の分布

や回遊を明らかにするためには，さらなる調査が

必要である．
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助を受けた．
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